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平面計画作成に向けた方向性（案）
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 光が丘公民館が抱える課題
• 担い手不足
• 利用者の減少
• 利用者の固定化

 青葉児童館が抱える課題
• 利用者が少ない（特に乳幼児、中高生）
• 子どもの意見を反映した運営

 施設の供用部としての役割を担う公民館フリー
スペース等に子ども・若者からシニア世代まで
施設に来やすくするために居場所を整備

 公民館と児童館の連携による事業の拡充や子ど
も・若者が地域サークルに参加しやすくなるた
めの整備

現施設における課題

取組の方向性

新築棟整備に向けて整理すべき事項

 公民館と児童館の一体感がある施設
 現在の光が丘公民館で実施している子ど

も・若者向け事業や親子向け事業と児童館
事業の整理（読み聞かせ、子育てほっとサ
ロン 等）

 使い方のイメージが具体化できていないフ
リースペースの位置づけ

 子どもからシニア世代まで居心地のよい施
設とするための整備

 公民館と児童館の一体感がある施設
 公民館と児童館の子ども・若者対象事業の連携
 開放的な共用部（ロビー、フリースペース）の整

備
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公民館と児童館の一体感がある施設とします。

施設全体で子どもの居場所を創出するため、事務室の配置や、児童館利用者が公民館側へ気軽に移
動しやすい動線の工夫など、一体感がある施設とします。

ロビーやフリースペースを開放的な空間として整備を行います。
賑わいがある公共施設の整備事例を参考に、施設の中心的な位置づけとなる新築棟ロビーやフリー

スペースを開放的な空間となるような整備を行います。

１階のフリースペースを１か所に集約し、子ども・若者からシニア世代まで居心地の良い空間設計に
します。
新築棟の１階に配置のフリースペースは１か所に集約し、子ども・若者からシニア世代まで、誰も

が気軽に利用できる、居心地のよい空間づくりをします。

２階のフリースペースを子ども・若者が気軽に利用できる工夫をします。
新築棟の２階に配置のフリースペースについて、子ども食堂での利用や子どもの居場所とすること

を想定し、子ども・若者も利用しやすい設えとすることで、子ども・若者が気軽に公民館に利用でき
る空間づくりをします（ゆるやかな交流空間とするため、利用者の制限は設けない）。

公民館貸室の見える化をします。
公民館利用サークル等の活用の様子を見学できるようにするため、貸室については、共用部に面す

る部分に窓を設けることで、室内の活動の様子の見える設えとします。

新築棟の整備内容のイメージをより具体的にするため、次の方向性に基づき検討を進めます。

平面計画作成に向けた方向性（案）


